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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修＞
予定無し。
＜全体連絡＞
・防災委員会より
2020年度火災避難訓練日中想定2回目は2021年2月19日（金）実施予定。

・新型コロナウィルス感染対策として
　看護師によるガウンテクニック講座を順次実施する。
全スタッフが実際に防護服などを使用して着方を学ぶ。
＜行事予定＞
・年末年始
　12月31日（木）、1月1日（金）に実施予定。企画書決裁済み。
＊詳細は事前にスタッフ間で確認していく。

＜書類等の作成及び点検について＞
『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜ホームページへのデイケアプログラムアップについて＞
25日プログラム資料提出。
テーマの入力はプログラムを作成した人が行う。20日までに入力確認し、電算化委員会庄司さんか長津さんへ蕨野さん20日にメール送信する。

・テーマの入力場所
　通所リハ⇒2プログラム⇒2-④ プログラムカレンダー⇒プログラムカレンダー2021.1

＜利用者様情報＞

デイケア
・森木　聡美様　～相談があるとのことで、利用日ではないが来所している。先日、特定利用者様（夏堀　麗紗様）とSNSでやり取りをしていた際に、夏堀様から"火曜日のデイケアに来ないでほしい"と連絡があったとのこと。森木様は連絡を受け、今後交流を持つ必要性は無いと感じたと話している。スタッフより、精神的にショックを受けていないかと確認するも、「いや。ショックとかは無い。ストレートに言われ過ぎて、引いた。」と発言している。上記から、利用日を月曜・木曜へ変更したいと申し出がある。月曜は利用者数が多いが大丈夫かと問うと、少し悩んでいるが、"数名の女性利用者様より離れた席で過ごすこと""携帯ゲーム機を持参し、1人になりたいときに活用すること"をスタッフと話し合い決定している。次回は、11日（月）に来所することとしている。
・山地　広人様　～3日（日）より、希死念慮を訴える電話が五福へ入っており、電話対応していたとのこと。その後自宅で2回自分で腕を切ってしまい、本人の父様が救急要請。八戸赤十字病院で縫合処置し帰宅の方針だったが、父様が身元引き取りできず、警察署で１晩身柄預かりされた。本日6時、本人が警察署内で縫合糸を自己抜糸してしまい、再度八戸赤十字病院救急受診。五福より、当院での入院を含めた受診対応依頼あり。青明舎スタッフ同伴にて、当院受診。本人より、寒波でシャワーが凍ってしまい、どうしようもなくなってしまったことで不安が募り自傷行為に至ったと聞かれているとのこと。再度同様の行為に至る可能性があるため、父様同意のもと医療保護入院となっている。上記により、本日でデイケア利用中止となっている。
・佐々木　理佳様～久々の来所となっている。スタッフより就労について問うと、「なんとか、行けてます。」と話した後、「一般就労に行きたいの。看護助手になりたいと思っている。入院して、看護師さんみたいに人の役に立つ仕事がしたいと思っている。」と発言している。以前から何度も振り返りしていたが、一般就労はまだ早いのではと再度伝えるが、「わかっている。だけど、待てない。」とのこと。B型事業所で、就労を継続出来ていることを評価し、現状を継続した方が体調面においても良いのではないかと提案している。また、次回主治医面談時に、相談するように伝えるが、「それまで待てないから。もう受けちゃおうかな。」と発言し聞き入れが悪い様子も見られている。
・成田　早希様　～午前中よりマスクをせずに館内で過ごしている。マスクを着用するよう促すが、「息が苦しくて出来ません。」と返答。青陽館のフェイスシールドを貸し出すと応じている。マスクを着用できない理由を問うと、「なんかこう…。週末過ごして息苦しくて…。」と時間を要しながら発言している。"週末、平日より家族様と過ごす時間が増えたことが辛かった"と何度も訴えており、自傷行為に至らず過ごせたことを評価している。デイケアでは、ぬいぐるみを抱えながら過ごしているが、以前より座る時間も増えている。女性利用者様と一緒の席に着き、時折表情硬くなることもあるが、雑談をしたり声に出して笑う様子も見られている。
デイナイトケア
・古川　富蔵様　～青風荘より情報提供あり。12月27日（日）より発熱、下半身の怠さを訴えており、12月28日（月）皮膚科受診し、左下腿部の蜂窩織炎再発、安静加療のためデイナイトケアを欠席していたが、発熱なく経過しており、左下腿部の発赤、浮腫は軽減しているため、本日より利用再開している。本日のデイナイトケアでは、運動療法には下肢に負担がかかり過ぎない様に自制して参加しており、痛み等の訴えは聞かれていない。余暇時間や自主活動の時刻にも負担が掛からない様に工夫して姿勢を調整している。
ショートケア
・特記無し
＜グループホーム入居者様情報＞
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＜青明舎登録者様情報＞
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